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は 差
と 511]
んを
どキ良
講 本
じ的
らに q
れ解月
て消耳
いき T
ませ 1
せる 1
ん措

老
い
た
る
父
母
が
い
ま
す
。
き
ょ
、
7
だ

い
む
つ
み
育
っ
た
ふ
る
さ
と
が
あ
る
。
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輝く太陽の下、千曲川原で園外保育......

神川第 l保 育 園 は 、 大 屋 地 籍 の信越線と 干曲川にはさまれた静かな環境にあります。

38年、園児数 100名で開園、年ごとに園児が増え、最高 160名に、そして50年国分 保 育

園が開園したことと、通園パスの廃止により園児が半数になりました。。

現在、 77名 の 園 児 が 、 ゆ と り ある保育室と広い園庭で、年少児から年長児までの触れ合

いを深めな力、ら、のひのびと活動していま す。 また、園から 200〆ートル歩くと千曲川原、

圏外保育のよき場で、園児たちは輝く太陽の下、メダカすくい に大奮闘したり、水と砂ま

みれになって創造性豊かに遊んているこの頃です。 (神川第一保育園長)

ぐ神川第一保育園)

畑坪

六八

四二

互
不
E
t
E
き
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U 

市長相談日
「市民と市長の日 lを7月1日(剣午前9

時から午後 4時ま 15市役所 3階市長室
て刊行います。お気軽におでかけ ください。

農地問題相談日
農地の取得、転用など農地にかかわ

る問題で悩んでいる皆さんのために 7
月 1日幽午前 8時30分から午後 5時ま
で市役所 2階農業委員会事務局て「農
地問題相談」を行、、ます。お気軽にお
出かけください。

主な内容
アメンロ多発か、 6月末から徹夜防除をー・・….....…・・・・・・・-一....2ページ

謀長に荻ìJ~ さん、iJl] ~茶1<に村上さんを再選〔臨時市議会聞く〕…… 2 ページ
市役所分不を設前 (Ill[~~~a~) ..…・ー …・一一 …・・・・・….........3ページ

11i財政状況の公表、 51年度下半期一 …・・・・ー……・ー…・・ …4 ・5ペー ジ

r 1-.悶rJi海の家」開設・… ...・ H ・-…・・・・ …・・・一一 一 …・…・……・・ 6ページ

岱科の休日早~.t'l欠如l スタート………………....一一 一・・・・ー… 6べージ

所得税の特別減悦還付金 6月か 7月にー…・ー一・・………ー 一… 8べーン

F水道処月一場!こ、内向乾燥施ぷが完成一…・ーー …・・……・・ー… ..9ページ

水辺f肯定T事lh紹介・・ー・ー・ …・ーー・一一 一 一 …………ー… .10べ-_/
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ア
メ
シ
ロ
多
発
か

六
月
末
か
ら
徹
底
防
除
を

い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
第

一
化
期

の
発
生
が
始
ま
り
ま
す
。
「
誘

蛾
燈
(ゅ
う
が
と
う
)」

に
か
か
る
ア
メ

リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
成
虫
の
発
生
観
察
に

よ
る
と
、
発
生
H
M
は
多
発
刑
れ
で
発
生
時

期
も
早
ま
り
そ
う
で
す
。

開会
A議市時

報

明

広
五
月
の
市
議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議

一

長
選
挙
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
審

一

読
し
、
議
長
に
葦
沢
達
さ
ん
、
副
議
長

川
町
に
村
上
和
夫
さ
ん
、
監
査
委
員
に
多
国

間
制
忠
正
さ
ん
を
選
び
ま
し
た
。

議和3
昭
第号aaτ 

輔副
W

議長に

葦沢さん

副議長に

村上さんを

再任

え、っ
マ
議
長

(
任
期
二
年
)

葦

沢

遥

さ

ん

(
略
歴
〕
医
師
、
市
医
師
会
理
事
‘

市
議
四
期
・
五
十
九
歳
、
森

hv
厚
生
委
員
会
。
松
野
量
平

O
著

林
正
五
、
西
川
秀
栄
、
山
田
保
、
宮

樹
木
の
観
察
を
早
目
に

六
月
中
旬
に
は
「
ア
メ
シ
ロ
」
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
治
会
や

事
業
所
ご
と
に
「
ア
メ
シ
ロ
観
察
組
織
」

を
つ
く
り
、
定
期
的
に
樹
木
を
見
回
り

各
撲
滅
班
(
自
治
会
)
ご
と
に
「
撲
滅

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
上
田
市
議

会
議
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に

光
栄
で
あ
り
、
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
市
民
各
位
の
付
託
を
受
け

議長

壬
i
A
l
 

就

あ

沢

デ
|
」
を
決
め
徹
底
防
除
を
図
り
ま
し

ι
み
、「ノ
。

撲
滅
デ
ー
に
は
、

巣
を
見
落
さ
ず
徹
底
的
に

撲
滅
デ

1
は

「
六
月
二
十
六
日
聞
か

ら
七
月
十
日
田
」
が
最
適
期
と
対
策
本

部
で
は
予
想
し
て
い
ま
す
。
撲
滅
デ
ー

に
は
、
て
い
ね
い
に
巣
の
発
見
に
努
め

完
全
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

巣
を
見
落
し
た
り
、
焼
殺
が
不
完
全

だ
っ
た
た
め
、

「ア
メ
シ
ロ
」
が
散
っ
て

議長

マ
副
議
長

(
任
期
二
年
)

村
上
和
夫
さ
ん

(
略
歴
)
会
社
社
長
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
長
、
市
議
三
期
、
五
十
九
歳

大
手
一

村上副

議
員
、
理
事
者
、
並
び
に
市
民
各
位

の
ご
べ
ん
た
つ
に
よ
り
、
市
政
の
一

層
の
発
展
と
円
滑
な
議
会
運
営
の
た

め
微
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

しミ

つ

々
と

上
田
市
議
会
議
長

与三

沢

達

葦

-
て
い
る
議
会
の
責
任
者
と
し
て
、
身

の
引
き
締
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
だ
若
輩
の
身
で
あ
り
ま
す
が

〈
特
別
委
員
会
委
員
〉

敬
称
略
、

。
印
は
委
員
長、

O
印
は

当
面
す
る
上
田
市
政
は
、
多
く
の

重
要
課
題
が

山
析
し
、
こ
れ
ら
の
解

決
に
は
な
お

一
段
の
努
力
が
必
要

で

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
葦

沢

達

、

O
村
上
和
夫
、
滝
沢
宗
太
、

し
ま
い
手
に
負
え
る
く
な
る
場
合
が
意

外
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

自
『
分
の
樹
木
は

自
分
の
手
で

「
ア
メ
シ
ロ
」
防
除
の
原
則
は
、
自
分

の
樹
木
は
自
分
の
責
任
で
防
除
す
る
こ

と
で
す
。
他
人
か
ら
指
摘
さ
れ
る
前
に

絶
え
ず
見
回
り
、
早
期
防
除
に
心
が
け

ま
1
レょ
、7
0

あ
り
、
議
決
機
関
の
任
務
も
い
よ
い

よ
重
大
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。市

民
皆
様
の
総
意
を
尊
重
し
、
適

切
な
市
政
の
推
進
を
図

っ
て
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
つ
と
め
た
い
と
考
え

ま
す
。

ど
う
か
市
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
格
別
の
お
力
添
え
と
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
議

長
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。和
夫
、
竹
内
義
憲
、
石
井
重
義
、
上
原

憲
、
堀
内

伝
、
佐
藤
良
和
、
萩
原
正

過
信
で
き
な
い

薬
剤
散
布

薬
剤
散
布
し
た
か
ら
も
、
7
だ
い
じ
よ

う
ぶ
と
考
え
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が

薬
剤
は
「
ア
メ
シ
ロ
」
の
体
に
直
接
か

か
ら
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
剤
散
布
を
過
信
し
、
見
回
り
を
お

こ
た
る
と
、
た
ち
ま
ち
「
ア
メ

シ
ロ」

に
逆
襲
さ
れ
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
状

態
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
見
回

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

多国監査委員

マ
監
査
委
員

(
任
期
二
年
)

多
国
忠
正
さ
ん

(
略
歴
)
農
業
、
市
議
二
期
、
六

十
三
歳
、
浦
里

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
の

構
成
も
決
ま
る

B 
『

市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委

員
会
委
員
の
構
成
も
さ
ま
り
ま
し
た
。

〈
常
任
委
員
会
委
員
v

敬
称
略
。
印
は
委
員
長

O
は
副

委

員

長

任

期

二

年

マ
総
務
文
教
委
員
会

@
小
林
箪
治
、

O
杉

松

進

、

滝

沢

{一市
太
、
甲
田
喜
義

小
山
正
俊
、
村
上
和
夫
、
細
谷
広
務
、

萩
原
正
治
、
竹
内
正

マ
産
業
経
済
委
員
会

@
春
原
新
之
張

。
中
沢

一
広
、
葦
沢
達
、

竹
内
義
憲

金
井
好
衛
、
上
原

態

、

石

井

屯

義
、

西
沢
永
次、

北
沢

臨時

〈
議
会
運
営
委
員
〉

敬
称
略
、
。
印
は
委
員
長
、

O
印
は



ー第

(
略
歴
)
医
師
、
市
医
師
会
理
事
、

市
議
四
期
、
五
十
九
歳
、
森
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え

五
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
市
民

会
館
な
ど
市
内
の
各
会
場
で
、
児
童
福

祉
法
制
定
三
十
周
年
を
記
念
と
し
た
第

二
十
六
団
長
野
県
保
育
大
会
が
「
子
供

を
明
る
く
た
く
ま
し
く
育
て
よ
う
」
「
保

つ一(3ト一一一ー昭和52年 6月16日 広 報

真剣な研究討論が行われた介科会

育
者
み
ず
か
ら
の
人
間
性
を
た
か
め
よ

う
」
な
ど
五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か

げ
、
県
下
各
地
か
ら
保
母
さ
ん
な
ど
保

育
関
係
者
約
千
百
名
が
参
加
し
て
聞
か

れ
ま
し
た
。

二
十
二

日
は
、
午
後

一
時
か
ら
市
立

第
二
中
学
校
と
消
防
会
館
で
「
公
立
・

民
間
保
育
所
の
問
題
」「ゼ

ロ
歳
児
か
ら

各
年
齢
児
の
発
達
と
保
育
内
容
」
「
障

害
児
保
育
」
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
十

二
分
科
会
に
分
れ
て
夕
方
ま
で
真
剣
に

研
究
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
三
日
は
、
市
民
会
館
に
お
い
て

総
会
が
聞
か
れ
、
式
典
で
永
年
勤
続
功

労
者
五
名
が
知
事
表
彰
を
、
二
十
年
、

十
年
の
勤
続
者
百
六
十
七
名
が
勤
続
功

労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
表
彰
者
を
代

表
し
て
神
川
第
一
保
育
園
長
の
小
林
和

子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

V
厚
生
委
員
会

O
松
野
量
平

C
若

〈

特

別

委

員
会
委
員
v

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

O
葦

林
正
五
、
西
川
秀
栄
、
山
田
保
、
宮
敬
称
略
、
。
印
は
委
員
長
、

O
印

は

沢

達

、

O
村
上
和
夫
、
滝
沢
宗
太
、

下
則
夫
、
池
上
一
巳
、
中
村
寛
、
小

副

委

員

長

任

期

二

年

中

沢

一

広

、

松

野

量

平

、

細
谷
広
務、

熊
精
三
郎
、
小

林

信

一

マ

新

幹

線

対

策

特

別

委

員

会

O
北
沢

若
林
正
玉
、
小
林
信
一
、
菅
沼
一
夫
、

マ
建
設
委
員
会

@
香
山
祐
三
郎

O

勝、

O
滝

沢

宗

太

、

葦

沢

達

、

村

上

香

山

祐

三

郎

、

関

延

雄

、

中

島

藤

吉

佐

藤

良

和

、

関

延

雄

、

堀

内

伝

、

和

夫

、

西

川

秀

栄

、

中

島

藤

吉

郎

、

上

郎

、

矢
島
謹
一
、

中
島
藤
吉
郎
、
桜
井
喜
金
、
菅
沼
一
夫
原
憲
、
山
田
保
、
萩
原
正
治
、
竹
マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

@
竹

内

議

会

運

営
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で

多

国

忠

正

、

矢

島

謹

一

、

内

正

、

西

沢

永

次

、

正

、

O
甲

田

喜

義

、

葦

沢

達

、

村

上

す

。
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a
o
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J
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t
w
u
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t
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「
明
る
い
た
く
ま
し
い
子
供
に
L

全

体

会

議

で

は

、

前

日

の

各

分

科

会

も

窃

司

柄

行

動

班

、

応

急

工

事

課

の

職

員

控

室

、

報
告
が
行
わ
れ
、

「
子
供

の

よ

り

豊

か

ー

工

事

事

務

所

(前
市
役
所
別
棟
内
)
が

三
品
陪
リ
目
K
ロ
木
K
ヲ

太

ず

弘

氏

な

人

間

性

の

育

成

を

め

ざ

し

努

力

を

重

六

月

末

ま

で

に

移

転

を

完

了

し

ま

す

。

E
4
J
H喧
世
町
一
ノ

21ι

￥
f
t
t
a
d
-

ね
る
と
と
も
に
、
保
育

者

に

謀

せ

ら

れ

ま

た

、

第

一

会

議

室

か

ら

第

三

会

議

調

川

ノ

¥

た

重

大

な

使

命

を

は

た

す

た

め

、

保

育

室

ま

で

三

つ

め

会

議

室

が

設

置

さ

れ

ま

E
I，
に

全

力

を

傾

け

、

子

供

の

幸

福

を

増

進

し

た

。

す

る

」

と

の

大

会

宣

言

を

行

い

閉

会

し

〈

各

課

所

、

会

議

室

の

電

話

番

号

〉

ま
し
た
。

上

田

市

社

会

福

祉

協

議

会

l

E

@

四

一
O
O
内
線
三
八
八

公
害
課
環
境
行
動
班
、
応
急
工
事
課

職
員
控
室
l
E
e
四
一

O
O
内
線
二
一

工
事
事
務
所

1
宮
@
四
一

O
O
内
線

三
五
一

第
一
、
第
二
、
第
三
会
議
室
l
g
@

四
一

O
O
内
線
五
八
六

〈
市
役
所
介
室
の
所
在
地
〉

大
手
二
丁
目
八
番
二
号

市役所分室を設置

「社会福祉協議会

環境行動班」

など移転

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
行
政
に
対
す
る

多
く
の
要
望
に
、
す
み
や
か
に
対
処
す

る
た
め
の
機
構
改
革
に
よ
る
、
部
課
の

地
設
な
ど
に
よ
り
、
市
役
所
も
手
狭
に

な
り
、
課
に
よ
っ
て
は
、
来
庁
き
れ
る

和
夫
、
竹
内
義
憲
、
石
井
重
義
、
上
原

態
、
堀
内
伝
、
佐
藤
良
和
、
萩
原
正

治
、
杉
松
進
、

議
会
運
営
委
員
も

決
ま
る

館〉霊童
Eヨ

皆
さ
ん
に
わ
か
り
に
く
い
場
所
に
あ
る

な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た

が
、
旧
図
書
館
(
第
二
中
学
校
前
)
の

有
効
利
用
を
図
り
な
が

ら

よ
り
よ
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う
と
行

っ
て
き
た
、

旧
図
書
館
の
改
修
工
事
が

終
り
、
六
月
中
に
次
の
諜
所
な
ど
が
移

転
し
、
「
市
役
所
分
室
」
と
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
活
動
を
行
い
ま
す
。

移
転
す
る
課
所
は
、
上
田
市
社
会
福

祉
協
議
会

(前
福
祉
事
務
所
内
)
が
六

月
十
六
日
同
ま
で
に
、
公
害
課
の
環
境

図く旧

金

井

釘

後

上

原

西
沢
永
次
、
北
沢

勝態

わ
H
丹
市

〈
議
会
運
営
委
員
〉

敬
称
略
、

。
印
は
委
貝
長
、

O
印
は

副
委
員
長
、

@
小
山
正
俊
、

O
堀
内
伝
、
香
山
祐

三
郎
、
中
島
藤
吉
郎
、
滝
沢
宗
太
、
上

原

憲

、

山

田

保

、

中

村

寛

、
池

上
一
巳
、
金
井
好
衛
、

改修なった市役所介室

博
物
館
内
線
電
話
を
廃
止

公
社
電
話
に
⑫
一
二
七
四

博
物
館
の
内
線
電
話
(
五
六
二
)
を

廃
止
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

公
社
電
話
の
@
一
二
七
四
番
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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昭和5句年度下半期

市
民

の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と

下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
内
容
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
の
下
半
期
(
五
十
一
年

十
月
一
日
か
ら
五
十
二
年
三
月
三
十
一

日
)
の
財
政
状
況
を
会
計
別
に
グ
ラ
フ

や
表
に
あ
b

匂
わ
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

注

1
表
・
グ
ラ
フ
の
数
字
は
万
円
以

下
切
り
す
て
。

主

事

業

な

費生民

西塩 田保育園(写真)の建設など保育園の整備、

老人福祉、乳幼児、身障者なとeへの施策、同和行

政な ど住民福祉の向上に力が注がれました。

一般会計下半期収支状況
(52年 3月31日現在)

円

円

噸

方

}

万

ω
時

4
時

6
目

立

花

明

日

引

責

t

〈

，
〈

:

L

L

4

9

-

一

億

億

二

1

7

 

n
u

。。

量

額

額

3
算
市
川

予

志

総

総

市税

地方交付税

国庫支出金

市慣

鰭収入

県宝出金

介!!!金亙ぴ
負担金

繰越金

繰入金

使用料及び
手数料

地方織与税
その他

民生責

教育費

総務費

土木貨

商工費

農林
水産蝶貴

公債費

衛生費

消防費

槍会費

労働賃
その他

特別会計下半期収支状況
(52年 3月31日現在)

歳出

総 予 算 額 351章 586万円

総支出済額27f意5，610万円
(78.6%) 

予算額

に二コ支出済額

歳 入

輯予算額 351章 586万円
(100%) 

龍岨入済額 26憶1，011万円
(74.5%) 

予算額

亡二コ収入済額

積

Jl. 

金

考〕同一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'一、

債務負担行為 (52年 3月31日現在) 一 時 借 入 金

(52年 3月31日現在)

70，000万円

円

円

万

万

f

o
十

泊

三ロ

n
u
-
Zロ
ぱ
問、

会

川

会

J
W

般

ω
和

K

一

同
「
|
|
「
|
L

内
訳

区 分 議決額 実負担額

一般会計現在高 516，197万円 194，120万円

特別会計現在高 0万円 0万円

企業会計現在高 0万円 0万円

言十 516，197万円 194，120万円

o議決議は議委て日象認された限度語、実ft1u.吉氏は実際
に負tE!する鎖。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一〔参

地方債現在高 (52年 3月31日現在)

区 分 金 額

一般会計現在高 305，882万円

特別会計現在高 138，493万円

企業会計現在高 225，273万円

』ーー-
計

6(主69管，6せ4:9iZ万E円目)
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土

西塩田'

老人福祉

区 分 一般会計 特別会計 メ口入 計

51年 9月末日現在額 279，845 121，657 401，502 

51年102年月か月ら 41，000 58，460 52f1'.3 末日までの借入額 17，460 

51年10年月カ月ら 14，962 15，586 52f1'.3 末日までの償還額 624 

差 号l 現 在 額 305.882 138.493 444，375 

政など住

2帽

一般会

特別会

企業会

東塩田小学校(写真)・ 第一、第

三中学校など小、中学校の増改築

教材など備品の充実が図 られまし

自然運動公園への取り付け道路

(写真)など道路の新設、改良、

維持繍修、また、市営住宅の建設

区平-

仁二コ

特別

総収入済額

5憶

ご↑~力ありがとう

施設利用者に好評です

選挙人名簿 : 
この名簿は、選挙権のある人をあ!

らかじめ登録しておいて、投票の際 i
これと照合することによって、選挙!
の公正を はかるための名簿です。 !

ですから、選挙権があっても す ぐ i
投票はできません。この名簿に登録!
されてはじめて投票できます。 i

①選挙人名簿に登録されると、 他市 1
町村へ転出す るまで永久に登録さ ; 
れます。 i

②選挙人名簿は、選挙管理委員会が !
作り、保管しています。 i

③選挙人名簿に登録されるには、 市 1
役所の住民基本台帳に記録(住民!
登録)されていることが必要にな i
ります。 1

④定時登録……満20歳にな った 人、 : 
他市町村から転入して 3か月経過 i
した人は、毎年 9月 1日 現 在 で 調 !
査し、 9月10日に選挙人名簿に登 i
録されます。 i

⑤新しく登録された人は、毎年 9月 !
11日-15日の問、この名簿を縦覧 i
でき、登録事項に異識があれば、 i 
選挙管理委員会に申し出ることが :
できます。 i

⑥選挙時登録……選挙のつど、その !
選挙に資格のある人を臨時に登録 i
します。 1

⑦他市町村へ転出した人は、転出か :
ら四か月経過すると名簿から抹消 i
されます。 ~

⑧転出入などの届出……上田市へ転 i
入された入、または市内転居した 1
人、上田市から転出する人は、必!
ず市役所か、豊殿、塩田、 川西の各 i
支所へ届出をしてくださ L、。転入 1
した人は、届出から 3か月経過す!
ると自動的に選挙人名簿への登録 i
資格がしょうじます。転居した人!
は、新住所の投票所で投票できま i
す。(学生などの住所は、原目IJと 1 
して、現在の下宿、察などが住所!
となります。例:東京の学校に在;
学している人は、東京に選挙権カ、 i
あります)

夏期特別貯蓄月間
〔フ月 10日まで〕

貯蓄で築こう確かな未来

い
の
力
者
の
は
児
安

λ
勢
、
い
ご

わ
て
場
協
用
ど
在
、
が

J
大
と
て

の
。

晴

っ
広
ご
利
な
現
り
者
刊
を
う
つ
ん
す

頬

行

前

の
と
客
、
な
用
け
設
こ
行
き
ま

車

を

館
ん

た

物

が

く

利
パ
施
だ

て
皆
し

駐

制

会
さ
つ
買
た
な
の
ゴ
の
た
し
の
い

の
規
民
皆
な

、
し
け
設
比
内
い
当
民
願

場
車
市
の
く
。
者
で
受
施
よ
園
て
担
市
お

-
ム
駐
の
民
よ
す
動
態
見
内
ふ
公
し
を
、
を

む
ら
内
市
に
ま
通
状
、
関
き
、
用
理
も
カ

酌
か
圏
、
常
い
、
車
は
公
で
は
利
管
と
協

針
日
公
は
非
て
は
満
車
ど
車
制
に
が
後
ご

E
1
回
況
、
れ
前
日
の
な
駐
規
ん
館
今
る

司
月
上
状
り
ば
制
終
ら
園
て
の
き
会
。
あ

1
4
、
車
よ
喜
規
で
れ
公
し
こ
皆
民
す
解

4

る

駐

に

に

車

こ

童

心

の

市

ま

理

抱選挙の知識

(52年 3月31日現在)

毛f主.._ 山 建 土 有 積

債務負担議決額 516，197万円
，-̂-一、

価

建望敷地 jJ_ 

実負 担額 194，120万円 証

積面積面
林 物 地 券 金

ーノ..L、- 一

九 四一
四二 八 一
六九 ーノ」一¥ー 九 五

四
一/」」、4 。九
一ーー一ー-'A-¥ 八 。四

一

一 九 一ノ」ー、ー 万 万円一
ロl'πl' 口l' 汀l' 町l' 円

地方債現在高 (単位万円)

た。

財産表

(52年 3月31日現在)

などが進められました。

その④
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能
生
海
岸
に
も
新
設

さ
あ
グ
海
"
て
泳
"
こ
う

上
田
市
「
海
の
家
」
開
設

作夏
H

で
す
。
海
が
呼
ん
で
い
ま
す
。

背
く
澄
ん
だ
海
で
思
い
切
り
泳
ぎ
ま
し

ト晶、「
，，。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
好

評
の
「
上
田
市
海
の
家
」
を
、

新
た
に

能
生
海
岸
に
も
設
置
、
谷
浜
海
岸
と
あ

わ
せ
て
こ
か
所
に
開
設
し
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
一

日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
子
供
さ

ん
の
夏
休
み
な
ど
に
あ
わ
せ
て
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
方
法
〉

えヴ745号 (事端縦割一一広報ー第745号ー

胃5
集
:団
検J

日
帰
り
の
場
合
は
、
当
日
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

宿
泊
の
場
合
は
遅
く
て
も
一
週
間
ぐ

ら
い

前
ま
で
に
、
直
接
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
(
七
月
中
は
、
利
用
者

が
集
中
し
ま
す
の
で
早
目
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
)

〈
開
設
場
所
〉

新
潟
県
上
越
市
長
浜

二
二
八
、
北
陸

線
谷
浜
駅
前
、
民
宿
「
飯
田
屋
」
(
君

。
二
五
五
@
二
一

O

こ

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町
一
七
区
。

北
陸
線
能
生
駅
か
ら
パ
ス
で
約
五
分
、

能
生
浜
停
車
場
下
車
、
民
宿
「
か
な
は

ち
」

(
E
O
二
五
五
六
⑥
二
三
二
ハ
)

〈
料
金
〉

日
帰
り

(
食
事
な
し
)
大
人
八
百
円

小
学
生
以
下
六
百
円
。

宿
泊
(
二
食
付
)
大
人
二
千
七
百
円

小
学
生
二
千
六
百
円
。

〈
利
用
時
間
〉

日
帰
り
、
午
前
九
時
l
午
後
四
時
。

宿
泊
、
午
後
一
時
l
翌
日
午
後
四
時

〈
収
容
能
力
〉

飯
田
屋
H
H
日
帰
り
七
十
人
。
宿
泊

五
十
人
。

か
な
は
ち

l
日
帰
り
五
十
人
。
宿

泊
四
十
人
。

〈
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
市
民
課
生
活
係
(
宮
@
四
一

0
0
内
線
二
七
六
有
線
②

O
七

O

こ

歯
科
の休

日
緊
急
医
制
ス
タ
ー
ト

海水浴客でにぎわう能生海岸

上
回
小
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
日
常

診
療
の
ほ
か
に
幼
小
児
の
ム
シ
歯
予
防

に
力
を
そ
そ
い
で
き
ま
し
た
が
、
日
曜

祭
自
の
緊
急
医
療
に
対
す
る
市
民
の
要

望
が
高
い
の
で
「
七
月
三
日
」
の
臼
曜

日
か
ら
「
休
日
緊
急
当
番
医
制
」
を
実

施
し
ま
す
。

緊
急
当
番
医
は
、
旧
市
内
で

一
医
院

小
県
郡
と
塩
田
・
川
西
地
区
か
ら
一
医

〆、
一 受

内人診
、料

ノ、、〆
百
五
十
円

、検
。診

ぷ当、
Z玄

場
グ〉

院
の
計
二
医
院
が
、
日
曜
、
祭
目
、
年

末
年
始
(
十
二
月
三
十
一
日

1
一
月
三

日
)
の
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

診
療
時
聞
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
二

時
ま
で
で
す
。
当
番
医
は
、
当
日
の
新

聞
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

歯
の
痛
み
は
、
激
烈
で
大
人
で
も
大

変
つ
ら
い
も
の
で
す
が
、
た
い
が
い
、

し
み
る

(
冷
水
、
温
水
)
、
か

み
し
め

三
十
五
歳
以
下
の
人
。
間
切
除
を
受

け
た
人
。
現
在
、
胃
疾
患
で
治
療
中
の

る
と
浮
い
た
感
じ
が
す
る
。
穴
が
あ
い

て
い
る
。
時
々
は
れ
て
う
み
が
で
る
な

ど
の
前
駆
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
早
自

に
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
受
診
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
日
頃
の
口
腔
清
掃
の
徹
底
に

よ
り
、
か
な
り
の
歯
科
疾
患
が
予
防
で

き
ま
す
。
緊
急
当
番
医
に
頼
る
前
に
、

市
民
一
人
一
人
が
自
分
の
健
康
管
理
に

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

〈
上
回
小
県
歯
科
医
師
会〉

梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
が

郵
便
配
達
は
、
雨
降
り
で
も
休
ま
ず
行

っ
て
い
ま
す
。
郵
便
物
は
、
雨
に
弱
〈

ハ
ガ
キ
な
ど
は
雨
に
あ
た
る
と
大
変
読

み
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
配
達
は
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
し
て
雨
に
あ
た
ら
な
い
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
郵
便
受
箱
」

が
な
い
た
め
雨
に
ぬ
れ
て
し
ま

っ
た
り

時
に
は
、
「
風
」
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
「
郵

便
受
箱
」
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
表
札
に
は
、
住
所
や
家
族
全

員
あ
る
い
は
同
居
の
方
的
お
名
前
も
わ

か
り
や
す
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

あ
て
名
を
書
く
と
き
は
、
湿
気
や
雨

の
た
め
、
あ
て
名
が
に
じ
ん
で
読
め
な

診
が
終
了
す
る
ま
で
、
飲
食
は
い

っ
さ

い
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
「
ボ
ー

ル
ペ
ン
」
な
ど
ぬ
れ
て
も
に
じ
ま
な
い

筆
記
具
の
ご
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
上
回
郵
便
局
)

間
指
摘
…
一
検
一……一
一緒
………

七
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

3歳児検診日程表

会場 上健康田市センター

対象地区

対象児
49年 6月生

実施日

7 月 2~へ

恒
国
一
一
旧
ん

会

7
7
4
1

社

、ノ
一

西
セ
一
ヵ

川祉一
4
・
9

川西全区

!支
ム
一
月

諒
一
肌
措

4
ト

ロH

一
検一児一

猛回 全区

上田市健康セ ンター

民
会
館
は
、
み

ん
な
の
施
設
で
す
の
で

」

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
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検
誇J

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
胃
集

団
検
診
を
、
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
申
込
者
は
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

胃
ガ
ン
は
、
早
期
に
発
見
し
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
覚
症
状
が
で

た
と
き
は
、
ガ
ン
は
相
当
進
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
年

一
回
は
す
す
ん
で
胃
検
診
を
受
け
ま
し

ト品
、つ。

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

胃
集
団
検
診
日
程
表
に
よ
り
行
い
ま

す。犬害をなくそう

6月は犬害防止月間
犬による危害事故、農作物などへの被害が培大して

います。この犬害を防止するため、 6月いっぱいを「犬

害防止月間」として、正しい犬の飼し、方の普及、捨犬

防止と野犬一掃などの運動を実施します。犬を飼って

いる人は、この月聞の趣旨を十分理解し、次の事項を

守って絶対他人に迷惑をかけないよう気をつけましょ

っ。

2 

三
、
は
福
安
ペ
貯

の
た
め
、
あ
て
名
が
に
じ
ん
で
読
め
な

緊
急
当
番
医
は
、
旧
市
内

小
県
郡
と
猛
回
・
川
西
地
区
か
ら
一
医

カ

し

し
み
る
(
冷
水
、
温
水
)
、
か
み
し
め

〈
受
診
料
v

一
人
、
六
百
五
十
円
、
検
診
会
場
の

受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〈
受
け
ら
れ
な
い
人
v

次
に
該
当
す
る
人
は
、
直
接
医
療
機

関
で
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
十
五
歳
以
下
の
入
。
間
切
除
を
受

け
た
人
。
現
在
、
回
同
疾
息
で
治
療
中
の

人
。
胃
の
調
子
の
悪
い
人
。
妊
娠
中
の

人
。
八
十
歳
以
上
の
入
。

〈
注
意
事
項
〉

検
診
前
日
の
午
後
八
時
以
降
か
ら
検

胃集団検診日程表

月 日 検診会場

6月30日同 上塩尻公会堂

7月 1日幽 常磐町自治会館 i

2日出 新屋会館

4日開) 緑が丘北区会館

5日(刈 新 田 区 民 会 館

6日制 柳町自治会館

7日附 農 協 神 川 支 所

8日幽 市豊殿支所

9日出 大屋公会堂

11日(月) 働 〈 婦 人 の 家

12日(刈 上房山公会堂

13日附 踏入公会堂

14日附 常国会館

以後の日程は、次号(7月1日
発行)の広報に掲載します。
※時間は、いずれの会場も午前 7
時40分から受付を開始します。

犬はいつもつないでおきましょう。

犬にかまれたり、農作物に被害を受けたら保健

所へ届けましょう。

犬をつないでおく場所は、いつも清潔にしまし

ょっ。
春秋め狂犬病予防注射は必ず受けましょう。

3 

4. 

犬猫の避任・去勢手術

6月27日(月)28日(刈合同庁舎で実施

保健所、上回市、上小飼犬管理対策協議会、上小獣

医師会は、犬害防止対策のーっとして、次により「犬

と猫」の避妊・去勢手術を行います。

避妊手術すると雄がこなくなり、去勢すると興奮し

たり、人をかまなくなります。

と き=6月27日側、 28日(刈午前 9時 -12時

ところ=上回合同庁舎北側

料 金=一頭につき避妊手術 1万円

一頭につき去勢手術 5千円

申込先=上回保健所、市役所民生部公害課環境指導係

お問合せ一民生部公害課環境指導係(ft@4100内線294

有 線 ②0671)
その他一手術時間などくわしくは、申込者に直接連

絡します。また、犬、猫の病気などの相談

も無料で行います。

学「お時時選 一四 〈い診
の学知三間挙六 霊 長 ) 一 民 お と が

場校ら十、特月 ~:!:~:r:~~~~:\::~:::~ 議 O 生 問 ら 終
ではせ介午集一 帯宅陸 O 部合な了
あ、しに後号目 。 ? ð: " ~詰 内保せいす
り大ま変六外発 。ロ 。醜 線健〉でる

ま切す更時の行 演員 二予 くま
すな 。に三「の白時;説話 八防 だて
の施まな十立広聞広考会。 九諜 き
で設たり分合報間宮 } 有保 い飲
」で、まは演-，をの 線健 。食
はあ同し、説う ー恋 ・ ②係 (;t 

り文た午会え吉川 ・ O~ い
「、中の後」だ ~\{..，.:.:\:i::::';.:.. 七 宮 つ

市勉ので七の'- ・・ 二@ き

水を上手に使おう

お宅のじゃ口は水漏れしていませんか

〈ノマッ キン無料で頒布〉

民
会
館
は
、
み
ん
な
の
施
設
で
す
の
で

い

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

おも

び

わ

六
月
一
日
発
行
の
広
報
「
う
え
だ
」

第
七
四
四
号
「
主
な
内
容
」
の
参
議
院

議
員
選
挙
特
集
:
:
:
8
1
日
ペ
ー
ジ
は

当
初
同
号
へ
掲
載
の
予
定
で
編
集
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
「
参
議
院
議
員
選

挙
の
投
票
日
」
の
決
定
が
、
国
会
の
会

期
延
長
問
題
で
延
び
た
た
め
、
急
き
ょ

広
報
「
う
、
え
だ
選
挙
特
集
」
号
外
と
し

て
発
行
し
ま
し
た
。
広
報
「
う
え
だ
」

第
七
四
四
号
め
訂
正
が
で
き
ず
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

I:建のじゃ口は、故障していませんか。「ポタン、ポ

タン」と落ちるだけでも、長い間には、かなりの水量

になり、水道料金に加算きれます。

このじゃ口からの水漏れは、ほとんどがんぞッキン」

を取り替えるだけでなおります。このパッ キンは、水

道局で無料でお分けしています。ご家庭でも簡単に取

り替えできますので、次の要領で取り替えてください

(図参照)

①立上がりの下にイ小、ている水抜栓(不凍栓)をとめます。

②じゃ口の栓を全開にして、プライヤーなどでスピ ン

ドルカバーを左に回してはずします。

③コ?の先きにあるナ

ッ トネジをはずし「ノマッ

キン」を取り替えます。

④スピンドルカバーを

元どおりにはめ込みま

す。

⑤水抜設を開いて 4だ

さい。水漏れはとまっ

ています。

ハンドル
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に
果
樹
共
済
いに
湖
一実
。

e
・e.-
絞

meJ
じ・
法
相
っ

とem

.
o

・-市
一が
他
府
金
を
補
助

ω

最
近
、
り
ん
ご
の
腐
ら
ん
病
、
市
味
浦

山
下
.
口
、
ひ
ょ
う
川
札
口
な
ど
の
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
果
樹
共
済

的
対
象
に
な
り
ま
す
。

昨
年
も
、
ひ
ょ
う
害
、
ふ
ら
ん
病
な

ど
で
約
二
百
四
十
万
円
の
共
済
金
を
支

払
い
ま
し
た
が
、
ひ
ょ
う
害
地
域
の
加

入
者
が
少
く
残
念
で
し
た
。

掛
金
の
二
分
の
一
は
国
が
負
但
し
、

農
家
が
負
担
す
る
掛
金
の
四
分
の
一
を

市
が
補
助
し
、
果
樹
栽
培
農
家
の
皆
さ

ん
が
加
入
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
ま
し

た
の
で
、
大
き
な
補
償
が
受
け
ら
れ
る

こ
の
共
済
制
度
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
加

入
し
、
経
営
の
安
定
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

果
樹
共
済
制
度
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

え、「，ー第 745号 (駒縦脇)一一広報

所得税の

特別減税

還付金

6月かフ月に

五
十
一
年
度
分
所
得
税
の
特
別
減
税

が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

5号ー

〈
共
済
の
対
象
樹
〉

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
も
も
で
対
象
果

樹
ご
と
に
全
国
地
が
加
入
対
象
て
す
。

今
年
度
か
ら
、
秀
峰
(
正
行
一
伽
駒
山
…
リ
)

早
生
ネ
ク
タ
リ
ン
が
加
、
手
り
れ
ま
し
た
。

類
別
、
品
種
別
に
も
加
入
で
き
ま
す
。

〈
対
象
災
害
の
種
類
〉

風
水
害
、
干
害
、
凍
霜
害
、
そ
の
他

気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
、
病
虫
害

鳥
獣
害
、
火
災
な
と
。

〈
責
任
期
間
〉

花
芽
め
形
成
期
か
ら
翌
年
度
の
収
機

期
ま
で
の
約
一
年
半
が
共
済
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

〈
被
害
報
告
〉

被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
す
み
や

か
に
、
農
政
部
農
業
共
済
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

〈申
込
先
・
期
日
〉

六
月
三
十
日
同
ま
で
に
、
市
役
所
二

階
農
業
共
済
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
納
め
た
五
十
一

年
度
分
の
所
得
税
額
が
還
付
金
額
よ
り

少
な
い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

五
十
一
年
度
分
の
所
得
税
を
納
め
た

人
で
す
。
た
だ
し
、

利
子
・
配
当
な
ど

の
源
泉
分
離
課
税
に
つ
い
て
は
還
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
〉

①
給
与
所
得
者

申
込
書
は
、
農
業
共
済
謀
、
糧
問
、

川
西
の
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
政
部
農
業
共
済
課
業
務
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
二
七
有
線
②

O
七
六

O
)
 

狩
猟
講
習
会
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
該
当
者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

。

講
習
会
開
催
日
は
、
初
心
者
課
程
、

経
験
者
課
程
に
よ
り
違
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
先
・
方
法
〉

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最

近
六
か
月
以
内
に
写
し
た
、
上
半
身
無

帽
の
ラ
イ
カ
判
(
縦
お
ミ
リ
、
横
山
品
ミ

リ
)
写
真
二
枚
(
二
種
目
受
講
者
も
二

枚
で
よ
い
)
を
添
え
て
、
上
小
地
方
事

五
十
二
年
六
月
一
日
現
在
、
昨
年
と

同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
、
六
月

1
七
月
ご
ろ
、
賞
与
や

給
与
を
受
け
取
る
と
き
に
勤
務
先
き
か

ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
(
給
与
支
払
者
の

事
務
の
都
合
に
よ
り
、
八
月
以
降
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。)
ま
た
、
給
与
以

外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
二
か
所
以
上

か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る
た
め
に
確

定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先
き
か
ら

還
付
し
き
れ
な
い
人
は
②
め
事
業
所
得

者
な
ど
と
同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

務
所
林
務
課

(
合
同
庁
舎
内
)
へ

申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
申
込
先
き
の
ほ
か
、

市
役
所
農
政
部
農
林
謀
、
塩
田
、
川
西

の
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

講
習
日
の
三
目
前
ま
で
。

〈
受
講
料
〉

初
心
者
・
甲
種
千
五
百
円
。
乙
、
丙

種
二
千
円
。

経
験
者
・
各
種
と
も
千
円
。

〈
講
習
会
日
程
・
会
場
〉

初
心
者
課
程

l
七
月
四
日
間
、
五
日

ω、
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
上

回
合
同
庁
舎
。

経
験
者
課
程

1
六
月
三
十
日
闘
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
上
回
合
同

庁
舎
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
政
部
農
林
課
林
務
係
(
宮
@
四
一

0
0
内
線
三
二
固
有
線
②

O
七

五

二

②
事
業
所
得
者
な
ど

確
定
申
告
を
し
て
納
税
し
た
人
は
、

六
月
下
旬
ご
ろ
、
税
務
署
か
ら
還
付
金

の
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
同
封
さ

れ
た
還
付
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
税
務
署
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
郵
便
局
で
還
付

金
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め
、

年
末
調
擦
を
受
け
て
い
る
が
、
五
十
二

残

た

。

て

ま

す

-
た
ば
こ
は
市
内
で

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
木
彫
を

習
い
た
い
、
木
彫
の
仲
間
が
欲
し
い
、

ま
た
、
硬
式
テ
ニ
ス
の
仲
間
が
欲
し
い

と
の
ホ
ー
ム
利
用
者
の
要
望
が
高
い
の

で
、
サ
ー
ク
ル
づ
く
り
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

〈
対
象
者
〉

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
勤
労
青

少
年
。

〈
申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(
宮
@
七
一
一

七
)

年
五
月
末
ま
で
に
退
職
し
た
人
。
五
十

一
年
の
中
途
で
退
職
し
た
た
め
給
与
の

税
金
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
ま
ま
で
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど
は
、
税

務
署
へ
還
付
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
五
十
一
年
度
分
の
確
定

申
告
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限

後
の
確
定
申
告
を
し
て
特
別
減
税
を
受

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
回
税
務
暑
の
所
得
税
制
当

(
含
@
一
二
三
四
)
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還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

〈
還
付
方
法
と
そ
の

手
続
〉

①
給
与
所
得
者

だ一一-rs描蹴号) 第 745号h

下水処理場に高性能の

汚泥乾燥処理施設が完成

え一 (9)ー一一一昭和52年 6月16日 広報う

公共下水道終末処理

場に約 8，600万円をか

けて建設して いた「汚

泥乾燥処理施設」カ、完

成、 5月14日火入れ式

が行われまし た。 l

この施設は 、同施設

で乾燥させた 汚泥を自

然燃焼させ、 その熱を

利用して汚泥を乾燥、

，編、

経費の節約を図ります。

現在、 1日 5- 6トンの汚泥が出ますが、この施設に よって残

る灰の量は 10分の 1の 600- 700キログラムに減少しま す。 また

燃料の重油代を約 3分の lに節約で きる しくみにな っています。

還
付
し
き
れ
な
い
人
は
②
の
事
業
所
得

者
な
ど
と
同
し
方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
る
が
、
五
十
二

3月15日から行ってきた「むだをなくし 物を生かす市民運動」

の締めくくりとして 5月22日「資源活用広場」カ、市役所駐車場で

聞かれ、約 2万人の人出でにぎわいました。

一般市民からも約

2，000点の不用品ヵ、出

品されたのをはじめ、

段協青年部から、 青果

物 、市内の業者から衣

類、電気製品など種々

にわた って 出品されま

した。市価の 3割 -5

割と安かったため、終

日市民でにぎわいまし

Tこ。

「資源活用広場」大にぎわい

上
国
税
務
容
の
所
得
税
制
匂

(
含
@
一
二
三
間

-
た
ば
こ
は
市
内
で買

い
ま
し
ょ
う

0

・
二

O
本
入
一
箱
で
約
二
四
円
二
五

銭
、
一
年
間
で
約
三
億
一
千
万
円

が
た
ば
干
」
消
費
税
と
し
て
市
の
収

入
に
な
り
ま
す
。

街
を
自
然
を
美
し
く

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

稼
動
す
る
汚
泥
乾
燥
処
理
施
設

二

最
近
、
東
海
地
方
で
の

地
震

発

生

「

グ

ラ

ツ

」

と

き

た

と

き

の

た

め

④

断

水

も

予

怨

さ

れ

ま

す

の

で

、

初

…

、
つ

説
な
ど
か
ら
、
東
京
都
下
の

地
区

住

に

次

の

こ

と

を

ふ

だ

ん
か
ら
心

が

け

期

消

火

が

大

事

で
す
。

出
火
し
た
…

ー

ト

ふ

民

が

「

自

答

団

」

な

ど

を

組

織

し

、

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

ら

あ

わ

て

ず

隣

近

所

に

声

を

か

け

一

一

、

火

、

え

地

震

発

生

時

の

避

難

訓

練

や

防

火

訓

①

丈

夫

な

家

具

(
テ
ー
ブ
ル
、
机
、

み
ん
な
で
協
力
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

た

考

練
を
行
う
な
ど
、
池
震
対
策
が
各
地

ベ
ッ

ド
な
ど

)

な

ど

に

身

を

寄

せ

⑤

避

難

は

、

徒

歩

兵

物

は

最

少

限

一

…

§

ら

川

ι真
剣

に

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

が

る

。

度
に
。
秋

い

路

地

、

へ

い

ぎ

わ

…

ぺ

か

汎

今

の

と

こ

ろ

地

震

の

予

報

が

確

立

さ

②

地

震

を

感

じ

た

ら

す

ば

や

く

火

の

が

け

や

川

べ

り

に

近

よ

ら

な

い

。

一

一

九

ん

じ

れ
て
い
な
い
た
め
、
突
然
お
こ
る
地

始
末
を
す
る
。

⑤

山
津
波
、
が
け
崩
に
注
意
し
、
余

一

一

ラ

村

山

虞

震
に
対
す
る
対
策
は
各
個
人
が
、
ふ

③

大

揺

れ

は

一

分

と

ぶ

れ
て
い
ま

震
を
恐
れ
ず
、
テ
?
に
迷
わ
な
い
。

…

一

グ

寸

地

だ
ん
か
ら
心
が

け

て

お

く

こ

と

が

一

す

。
あ

わ

て

て

戸

外

へ

飛

び

だ

さ

⑦

秩

序

を

す

、

衛

生

に

注

意

し

ま

一

一

「

=

番

大
切
で
す
。

な

い

。

し

よ

う

。

一

C>> 

一一ρ6'7~ 白

線
路
で
の

遊
び
は
や
め
よ
う

最
近
線
路
に
石
や
物
を
置
い
た
り

踏
切
り
で
一
た
ん
停
止
し
な
い
た
め

大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

マ
よ
い
子
は
線
路
で
遊
ば
な
い
。

マ
線
路
に
石
や
物
を
置
か
な
い
。

マ
線
路
の
中
を
歩
か
な
い
。

マ
「
踏
切
」
で
は
必
す
一
た
ん
停
止

し
、
左
と
右
を
よ
く
見
て
、
安
全

を
確
か
め
て
通
る
。

以
上
の
こ
と
を
守
リ
ま
し
ょ
う
。
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こ園児

396人

783人

613人

643世帯
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水道の新、増設、故障修理は水道指定工事庖へ

ご家庭で電気温水器、ガス湯沸器、太陽熱温水器などを取付けられる場合、水道と器具との接続工4訂正市

の指定工事庖でなければできませんので必ず次の工事庖に申込んでください。

(第 1種指定工事底)-工 事 怠 名 住 所 連 絡
ド 株式会社宮 島 鉄 工 戸斤 天神一丁目 2- 3 22-2 6 5 5 

抹式会社宮 下 組 踏入二丁目 1 - 17 22-0 2 7 1 
有限会社東 f言 設 {荷 常入一丁目 14- 30 24- 3 7 1 1 
合資会社石 井 設 4積 工 業 天神二丁目 3- 12 22-0 3 0 2 
係式会社工 E轟 商 ft 大手一丁目 10- 11 22-0 9 1 0 
有限会社団 丸 工 務 戸斤 常童書城六丁目 11ー 13 22-3 4 1 2 
株式会社上 野 設 備 中央北二丁目 1- 20 22-8 0 2 2 
有限会社大 屋 設 イ箱 工 業 大 屋 236-20 35-0 2 1 7 
株式会社昭 和 設 イ蔚 工 業 中 央 二 丁 目 24- 22 24-3 9 1 1 
株式会社信 和 常磐城五丁目 1 一一 14 22-0 3 8 9 

昆....- 坂 管 工 中 央 五 丁 目 10- 13 22-8 0 9 1 
唐 沢 設 イ結 工 業 住 吉 15 7 7 24-2 6 0 2 
丸 栄 設 イ庸 中央五丁目 6- 18 22-8 9 6 7 
トキワギ水道工事庖 常磐城六丁目 9 ー 10 22-1 3 4 3 
中 央 設 イ蔚 工 業 常国二丁目 28- 11 22-2 8 5 3 
石山 瀬 設 備 オ本 之 W~ 3 3 1 22-3 7 4 1 

株式会社 川 上 高 会 大手二丁目 4 - 48 22-0 8 5 8 
有限会社島 回 設 f蔵 工 業 緑が丘三丁目 635-5 27-5 5 5 8 
株式会社千 曲 電 業 踏入二丁目 18- 26 27-3 2 2 1 

)11 西 設 備工 業所 =口t 回 290-1 24-3 3 7 1 
株式会社春 原 建 設 f主 吉 17 6 7 22-7 0 1 8 
株式会社 日 本 ガ ス 水 道 天神四丁目 29- 3 27-4 4 3 4 
有限会社真 回 設 イ蒲 {主 吉 6 8 9 22-0 1 0 2 

上 野 β回宜 工 諏 訪 形 635-2 24-3 2 9 0 
池 回 水道工務所 秋 和 387-1 24-7 6 1 2 

株式会社長野 プ ロ パンガス 国 分 5 4 2 22-5 5 1 8 
有限会社本 州、| 管 工 蒼 久 保 1543-4 35-1 0 5 4 
有限会社中 村 商 iヱbミ、 天神一丁目 6- 6 22-0 9 4 1 
有限会社城 南 jf ス 設 i庸 上 田 原 4 3 5 22-5 1 2 3 
有限会社小林 設備工業 戸庁 御 戸ifj- 6 3 8 24-7 5 2 7 

二L 一 設 f碕 秋 和 882-3 24-6 5 9 3 

4ヒ 原 設 イ蔚 緑が丘-1 自 21ー 1 22-9 3 0 7 

宮 キ本 設 イ箱 上 回 原 1356-4 24-8 2 3 1 
有限会社三 栄 工 業 中 失 東 1- 13 24-1 2 5 6 
株式会社回 中 商 ぷヨス当、 住 宕 59-2 -. 22-5 9 2 9 

宮 之 上 設 イ績 芳 回 10 4 0 24-0 4 8 6 

(第 2種指定工事庖)

工 事 1芭 住 戸斤 連 絡

株 式 会 社 上 回 瓦 斯 天神四丁目 29- 3 22-04 5 4 

宮 尾 商 底 緑が丘一丁目 22-27 22-1 2 5 8 

長 崎 商 庖 国 分 522-1 23-2 9 5 0 

堀 内 商 庖 中央西一丁目 6- 14 22-2 6 1 3 

株式会社線 津酸素工業所 常回二丁目 27ー 19 24-4 3 1 1 

株式会社武 重 商 ぷZ当ミh 常 国二丁目 20- 26 22- 84 5 6 

有限会社大 久 保 商 Ql 中央五丁目 8- 2 22-1 8 6 3 

株式会社サンリン上国営業所 材木二丁目 2- 3 22ー o9 4 9 

株 式 会 社 中 央 工 機 産 業 中 央 二 丁 目 16ー 10 22-8 6 0 0 

上田 市農業協同組合 大手二丁目 3- 3 22-8 5 0 0 
ーマ キ ノ 商 ft 中 央 四 了 目 18- 3 23-2 7 2 0 

西 沢 設 f精 上 室 賀 16 0 6 31-8 2 5 6 

第 1種指定工事庖では、一般の給水工事を行います。

第2種指定工事底では、水道に直結する湯沸器、温水器などに付帯する部分のみの給水装置接続、修繕工事を

D-います。
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